
文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第44回 広島大学 原爆放射線医科学研究所 （2023.6.2)

12:05-12:10(5分）：研究所・センターの概要
原爆放射線医科学研究所長 東 幸仁

12:10－12:25(15分）：科学研究所におけるアーカイブズの意義
原医研所蔵の被爆資料の紹介
原爆放射線医科学研究所助教 久保田明子

12:25－1 2:45(20分） ：質疑応答



研究所の概要

東 幸仁

広島大学原爆放射線医科学研究所・所長



国立大学法人 広島大学
原爆放射線医科学研究所（原医研）（1961年設置）

広島大学霞キャンパス、文部科学省



原爆放射線医科学研究所のミッション
原子爆弾その他の放射線による障害の治療および予防に関する学理ならびにその応用の研究

広島大学病院での診療活動

広島大学放射線災害医療総合支援センターの活動

●放射線生物学
●放射線医科学の基礎研究

●原爆被爆者の医療  ●白血病やがんの治療
●高線量被ばく者の治療

●被爆関連資料の収集・保存・管理
●被爆者データベースを用いた研究







放射線影響評価部門（基礎研究）

研究分野 教授 研究キーワード

計量⽣物 吉永 信治 放射線疫学、原爆被爆者、健康影響、リスク評

価、統計解析

線量測定評価 保⽥ 浩志 放射線防護、線量評価、放射線計測、健康リス

ク評価、福島原発事故、国連科学委員会

分⼦疫学 川上 秀史

幹細胞機能学 渡邉朋信 光学イメージング技術開発、⼈⼯多能性幹細胞

（iPS細胞）、放射線障害予測

細胞修復制御 ⽥代 聡 放射線被ばく、染⾊体異常、ゲノム修復機構、

細胞核⾼次構造、⽣物学的線量評価法

放射線医学研究部門（橋渡し研究）

放射線災害医療研究部門（臨床研究)

附属放射線先端医学実験施設（所内措置）

附属被ばく資料調査解析部

研究分野 教授 研究キーワード

疾患モデル解析 神沼 修 実験動物学、免疫学、遺伝⼦改変、体細胞

クローン、⼈⼯染⾊体、T細胞、アレルギー

放射線ゲノム疾患 松浦伸也 遺伝医学、染⾊体恒常性、放射線感受性、

⼀次繊⽑、ゲノム編集法、遺伝性⼩頭症

がん分⼦病態 稲葉 俊哉
分⼦発がん制御 神⾕ 研⼆ 放射線⽣物学、放射線発がん、放射線災害

医療、低線量放射線影響

研究分野 教授 研究キーワード

放射線災害医療開発 廣橋 伸之 低酸素応答機構、ゲノム解析、原⼦⼒災害
医療・緊急被ばく医療

⾎液・腫瘍内科 ⼀⼾ ⾠夫 造⾎幹細胞移植、養⼦免疫療法、免疫バイ
オインフォマティクス、低線量放射線、ゼ
ブラフィッシュモデル、間葉系幹細胞、
QOL/PRO

腫瘍外科 岡⽥ 守⼈ 外科腫瘍学、⾷道癌、肺癌、乳癌、中⽪腫、
⼿術、内視鏡⼿術、胸腔鏡⼿術、化学療法、
放射線化学療法、免疫療法、癌遺伝⼦、
PET、バイオマーカー、リキッドバイオプ
シー

再⽣医療開発 東 幸仁 ⾎ 管 内 ⽪ 細 胞 、 ⾎ 管 機 能 、 Rho-
associated kinase、⾎管再⽣、緊急被ば
く医療

部長 神沼 修

施設長 吉永 信治

原爆放射線医科学研究所の研究室

緊急被ばく医療

白血病、骨髄移植

肺がんの外科手術

免疫学、動物実験

再生医療、血管内科

放射線遺伝学

統計・疫学

放射線物理

放射線生物学

幹細胞、顕微鏡
技術開発



•社会安全の確保
• 水、食糧、交通、流通の確保
• 放射性物質の検出

•医療体制の整備
• 放射線被ばく傷病者に対する災害医療体制
• 災害医療チーム（DMAT）との連携

•医療開発
• 診断法、治療法の開発

放射線災害に備えるために



診断（線量評価）
医療機器開発

治療薬開発

再生医療開発

基礎研究 橋渡し研究 臨床研究

被ばく事故対応、医療放射線被ばくの管理などにも応用可能

核の脅威に対応する医療開発

治療方針決定のための
放射線被ばく線量推定

軽症の被ばく傷病者

重症の被ばく傷病者

生物学的線量評価
バイオアッセイ
物理学的線量評価

血液の障害 ：サイトカイン、抗炎症剤など
皮膚の障害：抗酸化剤、抗炎症剤など
消化器の障害：抗酸化剤、抗炎症剤など

造血障害：造血幹細胞
皮膚障害：間葉系幹細胞
その他：iPS細胞



ご清聴、ありがとうございます



久保田明子
広島大学原爆放射線医科学研究所

附属被ばく資料調査解析部

科学研究所における
アーカイブズの意義

文部科学省と国立大学附置研究所・センター
個別定例ランチミーティング

第44回 広島大学 原爆放射線医科学研究所
2023年6月2日（金）



原医研、附置研究所に
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1.自己紹介①経歴

大学の学部と修士課程では東洋史専攻（日中関係史）
その後、大学の歴史学の教授のアシスタントと高校の日本史の先生
思い立って、アーカイブズ学の博士課程へ入学（社会人学生）（2012年度）

テーマ変遷…（地方文書（明治以降））→①寄生虫（感染症）→②物理学
→③精神病→④いろいろ（研究機関所蔵資料／遺伝学）→原爆関係
テーマ…科学研究の歴史的資料（科学史資料）のアーカイブズ学研究
2015年7月より現職（助教）、現在に至る
［現在］アーキビスト、資料の調査研究、歴史研究（科学史研究）
［信条］社会を意識しない科学研究はこの世に不要

＊公文書（国や県、市などで作成される文書類）や企業な
どの組織・機関、あるいは個人で作成される文書などの記
録を、どのように管理し、保存・活用をするか、ということを研
究・実践する学問。

「記録を守り 記憶を伝える」
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1.自己紹介②これまでの主な調査
a.科学史外
国文学研究資料館での古文書（史料情報共有化DB）
山梨県大月市星野家文書調査（近世・近代文書）
b.科学史
医学…⾧崎大学熱帯医学研究所、京都府立医科大学、総合地球学研究
所、目黒寄生虫館、感染症研究所／岡山大学医学部医学資料室、京都
大学医学部資料／広島大学医学部、広島大学原医研／国立精神・神
経医療研究センター（NCNP）、慶應義塾大学鈴木晃仁先生研究室／
国立遺伝学研究所
物理学…名古屋大学（関戸弥太郎資料）、京都大学（荒勝文策資料）



7

“社会を意識しない科学研究はこの世に不要”
Atomic bomb survivors’ Medical Data grows, 

continue and inherit from Atomic bomb 
dropping to present, to future. 

Atomic bomb survivors’ Medical Data grows, 
continue and inherit from Atomic bomb 
dropping to present, to future. 

“New perspectives on old investigations might 
turn out to be promising routes to radical 
research.”

Giles Gasper, Hannah Smithson, Tom McLeish. The next scientific breakthrough could come from the   
history books. “The Conversation” March 2, 2017 1.09am AEDT

Science without social consciousness is 
unnecessary in this world. 
Science without social consciousness is 
unnecessary in this world. 
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社会から意識される科学

“Health Physics”、サブタイトルが “The 
Radiation Protection Journal” だったのに、
1998年にThe Radiation Safety Journalに変

わってるんだけど!!どういうこと??

いやあ、もう想像通りの理由だと思いますー・・・
雑誌・学会名がEugenicsだったのが、

Sociobiologyに変わったのに比べればかわ
いいものでは・・・

KA

IK
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被爆資料の収集と活用:社会発信、社会教育
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山崎文男のことば
「［座談会］被ばく資料の収集が急務」『中国新聞』（1967年、月日不明）での発言
山崎文男（1907～1981）:原子核物理学者、1945年8月末より広島に入り放射
線測定調査等を行う（新聞掲載時）学術会議原子力特別委員会委員、理化学
研究所主任研究員
「（原爆被ばく資料のセンター設立の問題について…引用者註）資料セ
ンターを生かすも殺すも、私は人の問題だと思う。熱意のある人がいなけれ

ば、資料収集などという仕事はとても進むものではない。”ムシ”みた
いな人がいなければだめだ。お役所のような機構で、
義務的に仕事をしているというのでは、とても出来るものではない。」

「（原爆被ばく資料のセンター設立の問題について…引用者註）資料セ
ンターを生かすも殺すも、私は人の問題だと思う。熱意のある人がいなけれ

ば、資料収集などという仕事はとても進むものではない。”ムシ”みた
いな人がいなければだめだ。お役所のような機構で、
義務的に仕事をしているというのでは、とても出来るものではない。」
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